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⑧ ′限その他とは､;張の凄他部.イモとし

て収納しないヒモ状のくすイモをいう.

このように､イモヅル特に-#には非',1f;に多くの正白質

を含み､ビタミンAに な る カロチンもかなり含んでい

るO茎や根のJJ'も普通の牧草幣と同じぐらいの缶白質を

含んでいる｡

イモの主成分は澱粉であるが上記の表では可溶如窒素

物として示されてV.る｡その含有Hi･は風乾状態で77.5で

この澱粉はジャガイモとちがって生のままでも穀類の澱

粉と同じぐらいよく消化されるから､生のままIj･えても

よ∨､｡

イモには蛋白Jjl)がきわめて少なく､大豆机や魚粉､フ

スマ類などの怒白質の多vt別科とませてij･えないと家畜

の発育が悪くなり､惟粉の消化も態くなる.イモを主飼

料とする場合にa-､この点に允分托.?.iT:してもらいたい｡

2. イモとツルの利用法

イモとツルを糾抑こ[:lJFllするノj法には､基･:Oままで与

える方法と乾燥やサイレージにして4'-えるプj法がある｡

vlづれにしても急に多量良に与えると下痢や鼓脹症 (胃に

ガスがたまって大きくなる)の原因になることがある｡

これ枚イモやツルには樹脂のようなもの (ヤラビンなど

を含んでなる)があるためである｡

サイレージでは酸が多V'ために下痢を.おこすことがあ

る｡始めは少血づつ与え､次第にならすとよいOサイレ

ージを作る時にパイン拙と共に4･l]用すると､作るのにIa

全で､しかもよV,サイレージができることを最徒に附ゴ己

しておきます｡ (宮 城 竹 夫)

病 虫 害
3. 藷の表面に班点を生ずる

⑥ 黒あざ病

① 黒斑病

① しゅくが病 若芽と背I虻の部分か著しく安形して

ちぢんでくるのですぐに見桝ナがつく.もともと熱肝性

のカビの一種によって患こる病1己であるo

無肥料栽培の肺胞に多く､また激発糊は夏である ネこ病

を防ぐには

(イ) 健全畑より探聞すること｡

(ロ)被苫11にできたih7を柏.:臼･に依ってはならぬ

(-) 苗の消歳には6斗式ポル ド-液に30分間ほどつ

(8)

.2.飼料として
甘二削ま､V'までは食糧としてよりは飼料として多く利

川されてV,るO飼料用としての甘詔の品種の選定にあた

ってはイモとツルの聞方のJIKf-i:が多いものがよvl｡収穫

したイモとツルは､これを/rT捌▲伽こ利用するようにした

vloこれらの刊用法につV,て軌エすべき点について述べ

てみたいと思う｡

1. 甘時の飼料価値

別料作物で梓実と茎態を合した反当の養/J州kii･をくら

べると､イモはェiJレギーの恥劇ここおいては最も高く､

'E白質の生成ではダイズにつ>､で多い.しかも､イモと

ツルは全ての家畜の噂好に適し､これを与えて肥育した

牛や豚のlJSJは非常に薬味で､JIlnのVIV,ものができるから

エネ/レギ-源として非J,捌こすぐれた飼料借物である｡そ

のイモのrT,'';T'Pj成分を示すと次のようになっている｡
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甘 藷 の

1.病 害
沖召邑に碓勺づ~る重要病苦をその病気の約,rll:によってわ

けるよっぎの通 りである｡

1. 主に集や蔓に発生する

① 約14-:柄'(しゅくが病)

@ -ji狗5i土病 (てんぐす柄)

③ 顎淵病

2.韓の表面に菌糸がからみつく

① 牛耳如-11rLJ-

⑤ 軒御Fitl:



けJJ(沈後納付ける

⑨ てんぐす病 若い竜i-が勲胤 こf:J<''JlれをしてV'るい

ゎゆる人狗潮犬になる柄シ(である｡ウイルス諒によりは

稚するがその(Li播源となる昆虫などについはわかってvl

ない 防除の適確な)紳 よなV,が∴クの ことを行って効

り弦 あげている,

(イ) 健苗圃を設F.'.して柄宥 h-を如新する

(p) 鮒両地のllTを仙川するo柄/j鳩 の移動飽 Lo

(バ 病/A(+,jI･は早く払 l止る｡妓何fFf.fHも注志して除去
加J.TJする｡

⑨ 滋,.耶丙 令榔 勺に起る柄1iではなV'ようであるO

-･種のカビの糾 -:による柄'式である 種油こ鮮病のもの

をHv,ることやtt-Tのけ)川こノJく銃粉剤や水銀剤の Ff洋液を

ひたすとよvlo

① 紫綬ヰ胴 .純のノtrLJliに柴山の網H状のカビを絞る

のですぐにR/Jlけられる｡日.Ljitl'地に多V'ようである｡裾

柄他がlムV,縦軸のときは2-3年輪Iliすること.小柳 日

のときは土を消題する

⑤ 仰T,削丙 iri'･機中に稚/け る｡,湖の袈柏iに紙のよう

2.虫 害

琉球にはんでVlるU.m'i!･虫はおよそ50陣･そのrtJltf上も

iJi饗なものは数縄である これら数輔のIuJl漁法について

雌蝶を述べると次の通 りである

1.アリモドキゾウムシ

(イ) ?N',i:Jll･'.iW'の Ir.fk舶▲子他に広く'jl桐 Jるも
のであるが∴ L,7虫としての･托感性は必ず'Lもl司-で はな

vl｡土地が広く､輸nl'の/rTj帥 )に行われてV,るところで

は殊んと開通にならなV,0Ir,粥と懲i綾の退vlM二物を採 り

入オ伐 輪11-:をfiうことがと､JJiTである｡

(p) 被†l,'物をJWのrIや粧畔に榊'･'T3Jることは次の

発L_雌 となるので､収掛こ際し披117巻及び被11才イモを焼

きすてるか､Jlは地中l米の('3号さの7●(を刷ってその中に

A!.める

(-) u-.:舵)他･ヨウサイ､ダンパイヒルガオ､7サ

ガ*Jt'/I.=､七として臥絹とIr]llF6の植物にも3.=生するので､

これらの共通宿七を除去する｡

(ニ) 川虫は地FflT]uiくもぐることはIJq難なのでtLEI.
火るだけ地中に泊でくイモが′J′純.する品種を選ぶこと｡

(ホ) プル ドリンACo糊剤､父は-7oタクロール(2･5

00)をHv,､植イ州iにL雌消滋を'rJ'lう｡

(へ) ひ鮫鉛､父はDDTでl17の消毒を行う｡

(卜) ,,il修ま他Lで行われ､また地判れば成虫の往

Jt･を助長するので､成虫が地 r_にlHJ.てくるのをLIL,AIv'ニ

(9)

な菌ができる｡もともと傷口から発病するものであるか

ら堀淑 りのとき傷をつけないように軌苗:することか 払 LJlt

であるoキュアリング (30-33C､湿度9000'､5川糊)

をしたのちに誰をlrl:l韻すること｡ î貯故障の温鑑は12-

14亡C がよV'｡

⑥ 畢あざ病 追悼で売ってvlる誰をLLると必1'tlとV'

ってよ叫 まとこれに侵されているoV,もの=J帥lHこ異色-)(

形の大病原F.ができて著しくけ川臼を減ずる｡稀 冊こ叫声j.捕

を用うること.苗J人に伏込む前にセレサン剤で粉女する

こと0711-は水銀剤8001-箸液に20分間 根元を1･泣けて消毒す

れば協三食であるO

㊥ 異例梼 これもカビの%T･tHこよる病1-(であるが前

者と興る点は箱状時代に始まることであるO即ち召せIH'.
して間もなV,幼蔦の地･F･部に碓牡して異例をLL--.ずる｡貯
ftl,krPに発生すれば､被1与部か此しく苦味を■1け るし薫'JJと

部が伽部に及んでV,る｡披1Li'のおそれある帆誠はIに仙う了J'

に47-48Cの温湯に40分間泣潰後伏せること 丈甘は
トー端3分の1を47-48Cに15JJl聞役潰すれば効がある｡

(烏 袋 俊 一 )

2.イ モ ゾ ウ

洲111.がア リモ ドキゾウムシに似てV,るので､I/リモ ド

キゾウムシに准じて防除せば凸V1

3.サツマイモメイガ

(イ) 成虫は口中蝦索にか くれ､夕刻/こなると捕動

するので､捕虫網です くいとって殿すか､"Lは惜火誘穀

を行う｡

(ロ) 被告茎の中には幼虫父は蛎が入ってV.るので

収陛後の被害茎は焼きすてることo糾有川の虜は地際よ

り30センチ仕残してtl】りIkる｡

(-) 茎の太い晶博は寄LL:率が大きV,ので'j'g'fの y;:
Lvl地区では細茎の品種を選んで植ィ､けナる｡

(ニ) ニコBHC､父はDDTを故山する

4.オキナワイモサル′ヽムシ

(イ) 成虫は'Riを喰再するので､ひ醗鉛､又はひ根

石J火を散布する｡

(ロ) 未熟胴 巴を施FfJすると胡坐を助長するので､

慣熟川='.肥を用いるO

(-) 卵は地衣1tl位あて 慮 トーされ,幼虫はイモの

皮部を喰苫し､且つ地中で冬を越すので､植付前に-ブ

タクロール (2.5%)で土塊消毒を行う｡

(ニ) 甘謂以外の†乍物はTft+.=LILなV,ので､つとめて

輸桁を行う｡



5.ナカシロシタバ (イモヨトウ)

(イ) 卵は主として射 こ1-2粒あて櫨卜され､しか

も1雌のLfr:卯数は500粒にも退するので､虐卯時期に嫉､

父は卵にUゝ酸鉛を散布すると大きな効果がある｡

(ロ) 凝生が著しい時はDDT粉剤107-ルWI3kg

を7鮒 fする (仏酸鉛を用V,ても良い)

(/､) 大発生の願には群をなして移irI)jするので､発

生畑地の周辺に次さ3〇センチ､ 巾15センチ付の満を掘

って移湖を防止する

(ニ) 若V,_UJ虫には除虫筒剤､父はデリス剤を川V,

ても良い｡ (高 良 鉄 夫)

甘藷の重要性と将来
近年に怠ける食糧事情の好虹と､食El:.trq.の向 f･とによ

って､-1E食としての甘譜の役'刑は低卜しつつある｡夏に

甘味賢源需給;:Hdl7に伴う庶11･･-の振卯によって甘.純の栽培

耐-il'壬離師範の傾向をたどっているo琉球統HFによると､

1959勾三のJ旧哩融税は甘謂119フj7-ル､甘敢907).アールで

これを19381日こ対する比率で,-itすと､召:iR39,900'､~Fl燕61

,500になる 史に耕地耐fl'iの比率をみると､1938年に甘

.湘9.300,甘庶24.300であったのが､1959年にはそれぞ

れ26,400､20,1,oo'となり､甘.派は著しく減少している｡

･Jj'EL;･;･'す.非の資料 (1957-1960)によると､主食のH
給姥は3O,5800'(米20,2500､甘謂9,0200､馬鈴零1,3100')

でyiZ･りの59,L12,00は翰移入食鋸である IrLL.近､f'(易のn

由化が叫ばれ､食糧の日給pl･をrir:)めることにつV､てはV,

ろいろと戦前がある 即ち州投分茄的なilノjからすれば

ぢ糾な鋒 膏で能率の悪V,食粒/t:.椎を行うよりも､'jEi'･V,外

四出庶物を輸入したノjが良V,との考えもある しかし国

際収支をぬきにしてこれを論ずることはiLl.[-意味であり､
砂肝､パインなどを含めた農業.tL･:lit･.物の他に移LtJ.物質の

少なV,現状では､矧夢糾丈まの改.I(I,に対して農業の月さす役

Tl;EJを高く詳仙する必零があり､H姶riE･の向 Lによって ド
ルの節約を図ることも大UJであるOまた琉球の農業は白

だ付t/J礎【̂-7のほかに､社会維折的JJRrXは それに伴う技術の

控.准性のために生感性が低く､矧珠競'ff･)コが著しく劣る

ので､ ここPT分の間は促詮政策をとりつつ､長i抑勺言t血

で農業構造の改薫と_生産性の向Lをはかって競争力を高

めてゆ く必密があり､仝柏的勺なF'l由化-の切 りかえは極

めて剛健を伴うものと考えられる 甘.:kiの将来もこのよ

うになた告yi･廿rIJl'--を背宗にしてyJえなければならなV,問題

である

苦瓜昧li竺'rI･のいわゆる体質改,I(I.'･･の1つとしてLr.油を他f乍
物に切 l)かえることも考えらjLるが､Lu-.三脚こは別科､食

川としていくつかのすぐれた虫かある tnちrl'.消は単位

IrlH-節､JlfA)Dカロ1)一生癌杭がti･-'物巾でIL止もr..I,')く､糾料と

しての仙lLh:も高い 将R.食′t･1.(.G.のLk.:(,.1･;こよって畜虐物の

諌言要が増え席tf'r;一蹴桝が大きな.汲題となれば経常の/nL押化

のためのL'i給餌利の外L.塵もJと､安となるであろうO近年V.

もを帥いてこれに米陳､フスマを混ぜて慨酵させ､IrJLこぞ

うPJ能なV'も私楯挿トの利川が行われ､裟姓のエンシレー

ジ化もなされてV,るが､このような貯ぞう則料のj:lJJHは

判こ儀畜飼料としての酬 Ftを高めるばか りではなく､詣
†乍改.:(,.''･Lからも煎要な意義をもっている L"Jち貯ぞう知

新kD利別によって廿r消の一斉収階がHJ態となり､それに

伴って機械化が促進され､土地の利け雌 がtt̀は り､ .圃
場即貯ぞう駆 rと>,う感評も鮒消されることになる

文一ul.搬ま災'r与にk.)する抵抗性が必く､救岸11物 として

の役判も大きいので将R･経折射-I';･が州 出し､食朋,Wく向

上しても搬存､加 1-..栄養､調FP.などの点をLA.ll',.･'--すれば

食用､ l二芙頃料としての需要を維持増進することも可能
と思われる 史に又､甘mtよ作物としての研究が I･分に

進んでいなV,ので品稀の育lJR､栽培法の改;(I;.･による増収

のF.mEAL1-.がパー.'lvID幣収を高めてLt･:雌増収を棚Lは将鬼と

も維新 Li-lfLlJな(乍物として栽培されるものと思われる｡

以 L甘粥の将火につV,て述べてみたが､雄蝶農業日仏

の見通しが難かしく､a三度抜紬もjVy'f故の問,F過が多いの

で1r.捕詰襟 の長購内T,側は秘めてLペ酢である｡前述の予

想に反しで1守火t]'.粥の浦安が甘しく減少することがあっ
ても､之が農業構造の改 ･77･,i･の紙製と して､推球農業の

発鮭を意味するもので あればEl.'ぶべき ことではなかろ

うかO (宮 空 清 松)

(10)


